
観光は、持続可能な開発と様々な形で結びついているため、
持続可能な開発目標（SDGs）を推進する上で極めて重要
な役割を果たしています。観光とSDGsの関係はますます
認識されるようになっており、持続可能で公平な未来を実
現するための強力なツールとして、観光の可能性が注目さ
れています。

観光プロジェクトとSDGSについて
観光プロジェクト（事業、活動、ビジネス等を含む）は、国
連が提唱する2030アジェンダに大きく貢献する可能性が
あります。しかし、観光プロジェクトがSDGsに与える影響や、
アウトプット、インプットが測定されてこなかったため、各
プロジェクトがSDGsにどの程度貢献しているのか、客観
的に、かつ、整合性をもって評価することは困難でした。

プロジェクトのための指標ツールキット
（TIPS）

TIPsは、観光開発がSDGsの達成に及ぼす影響を各プ
ロジェクトごとに測定するための指標を提示していますが、
この指標は必ずしもあらゆるケースを網羅しているわけで
はありません。各プロジェクト固有の特性に合わせて、適用、
修正、組み合わせながら工夫して活用されることを想定し
ています。

TIPsを活用することによって、観光が及ぼす多面的な影
響や、普段意識されていない様々なSDGsのゴール・ター
ゲットへの貢献度を捉えることができます。そして、観光と
いう産業の重要性やSDGsとの関連性について理解を深
めることもできます。

観光というレンズを通して、SDGsのゴール・ターゲットを
理解することにより、変革的な行動を促し、より包摂的で
持続可能かつ強靭（レジリエント）な観光セクターを創出し、
地球の繁栄、平和及び幸福に貢献します。

TIPSの目的について

国際、国家、又は地域レベルで、観光の観点から
SDGsの認識を高めます。

SDGs達成における観光の可能性を提示します。

SDGsに沿った適切な観光プロジェクトの指標
を設定可能にします。

一連の指標に基づいたデータを収集することに
より、観光プロジェクトの進捗状況をモニタリン
グできるようにします。

プロジェクトの初期計画と実際の結果のずれを
把握し、その理由を分析できるようにします。

SDGs達成を目指す公共政策、資金調達の枠組
み及びビジネスにおいて、持続可能な観光の認
知度を高めます。

SDGsに対する意識、関与、実践における様々
な持続可能な開発と観光関係者間のパートナー
シップを改善します。

政府開発援助（ODA）や、海外及び国内の開発
パートナー（ドナー）からの貿易のための援助の
流入増加を促進します。

観光が持つあらゆるレベルでの変革力や、観光
セクターへの投資や関与の波及効果を測定する
要因を提示し、観光プロジェクトとSDGsを関
連づけます。

観光を通じたSDGSの達成に向けて
Toolkit of Indicators for Projects (TIPs)
観光プロジェクトのための指標ツールキット ( 日本語仮題）

概要説明シート

共同出版：

独立行政法人国際協力機構（JICA）は、日本の開発協力の実
施機関です。JICAは、開発途上地域等の経済及び社会の開
発若しくは復興又は経済の安定に寄与することを通じて、国際
協力の促進並びに我が国及び国際経済社会の健全な発展に
資することを目的としています。

国連世界観光機関（UNWTO）は、国連の専門機関であり、誰もが参
加できる持続可能な責任ある観光促進に重要かつ中心的な役割を
担う国際機関です。観光政策における国際的な課題や実践的な観
光知識に関する交流の場としての機能を果たしています。UNWTOは、
159か国、6地域、2永久オブザーバー、500以上の賛助加盟員で構
成されています。



なぜプロジェクトベースの観光指標が必要なのか
国連世界観光機関（UNWTO）と独立行政法人国際協力機構（JICA）は、観光の取組とSDGsの整合性を図り、その
進捗をモニタリングするためのTIPsを作成しました。TIPsで紹介している指標は、観光開発プロジェクトの進捗を測
定し、その影響を評価するのに役立ちます。そして、設定された目的の達成におけるプロジェクトの有効性を示す根拠
となります。

SDGsのゴール・ターゲットに対する進捗状況を把握することにより、関係者はプロジェクトの目標達成のため、改善
が必要な領域を特定し、調整を行うことができます。このような手法により、観光開発は持続可能な開発のための包
括的な枠組みと整合し、プロジェクトがSDGsの達成に貢献するものとなります。TIPsの指標を活用することで、エビ
デンスに基づく開発手法が観光開発に取り入れられ、より効率的な資源の活用や、地域・地方の発展へより大きな効
果をもたらすことができます。

誰がツールキットを使うべきか — プロジェクトマネジメントにおける役割
TIPsは、プロジェクトマネージャー、観光プロジェクトプランナー、コーディネーター、チームメンバー、評価者、監査人、
研究者等、SDGsに沿った観光プロジェクトを計画する立場にある人々が、プロジェクトの各段階で指標を効果的に
活用できるように、ガイドの役割を果たします。

プロジェクト管理に関わる実行主体には、全レベルの公共セクター、民間セクター（事業の規模や種類は問わない）、学界、
市民社会組織（CSO）、地域コミュニティ、協会等、あらゆるタイプの利害関係者が該当します。

プロジェクトチームは、関連するすべての利害関係者を特定し、積極的に関係を持つことで、その懸念に配慮し、確実
に支持を得ることが不可欠です。それによって、プロジェクトの設計や実施がSDGsの達成に与えるプラスの影響を最
大化することができます。

ツールキットを使用するタイミングとは
TIPsはどのタイミングでも利用可能ですが、特にプロジェクトの開発段階と実施段階での活用を想定しています。なぜなら、
プロジェクトチームは指標を用いて、進捗状況やSDGsのゴール・ターゲットへの貢献度をモニタリングする必要があ
るからです。

特定・計画 設計・準備
プロジェクトの目標、
ニーズ、受益者の特定

受益者のニーズの調査

評価
プロジェクト実施中
又は終了後

実施・モニタリング
活動の実施、進捗のモニタ
リング、外生的変化の評価

TIPsは、SDGsに沿った観光プロジェクト開発に関心のある方にとって、実用的なリソースであり、また学習や研修の
ための貴重な資料となります。

詳細は、全文(英文)をご覧ください。UNWTOのeLibraryよりオンラインで入手可能です。（和文は現在準備中です。） 
https://www.e-unwto.org/doi/10.18111/9789284424344
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どのように指標を選べばよいか

SDGsのゴール・ターゲットから選ぶ
第2部では章ごとに1つのSDGsのゴールを取り上げて
います。すでにSDGsに精通している場合、又は特定
のゴール・ターゲットのためのプロジェクトベースの観
光指標を探している場合は、第2部の各章でゴールを
参照してください。

テーマ別で選ぶ 
テーマごとに指標を検索したいユーザーは、表3.1「テー
マ別SDGs対応表」を参照してください。

この表は、テーマ・サブテーマ別に、プロジェクトの指
標を検索できるように考案されています。テーマ・サブ
テーマから対応するSDGsのゴール・ターゲットを特定
し、第2部で該当するSDGsの章を参照します。

ツールキットの特徴

• 本ツールキットは2部構成です。

 >  第1部ではツールキットの概要と、活用方法を説
明します。

 >  第2部では、観光に関連したSDGsのゴール・ター
ゲットの説明と、観光プロジェクト用の指標を掲
載しています。

•  指標は、必ずしもすべてのケースを網羅しているわ
けではありませんが、シンプルで測定可能なもので
あり、プロジェクトの特徴に合わせて工夫して適用
することができます。

•  SDGsのゴール・ターゲットに観光がどのように貢
献し、結び付くのかを解説しています。

•  ビジュアルエイドは、観光に関連するSDGsのゴー
ル・ターゲットと、様々なテーマ・サブテーマの関係、
及び他のSDGsのゴール・ターゲットとの関連性を
図示しています。

•  テーマとサブテーマの表は、関心のあるトピックと
SDGsのゴール・ターゲットとの関係性を一覧表示
しています。

第1部
ツールキットの紹介 — ユーザーガイド
第1部では、指標を必要とする根拠を考察し、TIPsの内
容及びTIPsに選出されたSDGsのゴール・ターゲットが
どのように選択されたのかを簡潔に説明します。

また、観光と持続可能な開発に関するいくつかの既存の
制度や枠組みの中で、今回の活動がどのような位置づけ
にあるのかを概説します。

さらに、プロジェクトベースの指標が必要な理由と、観光
プロジェクトのマネージャーがSDGs達成に向けた進捗
状況をより良く把握する上で、その指標がどのように役
立つのか説明します。さらに、プロジェクトサイクル内に
おいて、プロジェクトベースの指標を効果的に使用する
方法についての指針も記載しています。

第2部
観光関連のSDGSのターゲットと 
指標候補
SDGsの17のゴールを17の章に分け、各章で選択され
たターゲットと観光との関連を説明します。各章の構成
は以下の通りです。

• SDGsのゴールの紹介
• 観光の観点からのSDGsのゴールの解説
• SDGsのターゲット間の関連を示すビジュアルエイド 
• 観光関連のSDGsのターゲット
• 非掲載のSDGsのターゲットとその理由
•  テーマ及びサブテーマごとにグループ化されたプロジ

ェクト指標候補及び説明



SDGS 8
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ……
ゴール8「包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべて
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間
らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する」は、持
続的な経済成長と高水準の経済生産が、高賃金で質

の高い雇用の創出や、消費と生産における資源効率の
向上にとって重要であると認めている。また、このゴー
ルは、完全雇用やディーセント・ワークの機会を求める
のと同時に、強制労働・・・・・・

SDGsのタイトル
と説明

ターゲット、選択
されたテーマ及び 
他のSDGsのゴール
との関係について
のビジュアル解説

ビジュアルエイド
の解説

観光とSDGs 8：ディーセント・ワークと経済成長 

観光における、特に若年層や女性、移民や避難民のた
めのディーセント・ワークの機会創出と観光のバリュー
チェーン（価値連鎖）全体で多様性をより重視する方針
は、観光がもたらす社会経済的影響を高めることがで

きる。観光は世界経済成長の原動力の一つであり、デ
ィーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）及
び開発途上国、特に後発開発途上国（LDC）と内陸開
発途上国（LLDC）の経済成長の達成に有効なセクター
であると考えられている。この認識はターゲット8.9...

TIPsに選択された 
観光関連のSDGs
のターゲット

ボックス xx SDGS 8の選択された観光関連のターゲット
SDGs 8では、包摂的かつ持続可能な経済成長、及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある....

8.2  高付加価値セクターや労働集約型セクターに重点を置くことなどにより、多様化、技術向上及びイノベーショ
ンを通じた高いレベルの経済生産性を達成する

8.3  生産活動や適切な雇用創出、起業、創造性及び……

テーマ、 
指標候補のリスト 
及び解説

ターゲット8.2

高付加価値セクターや労働集約型セクターに重点を置くことなどにより……
ターゲット8.2は、経済生産性の多様化、イノベーション及び
向上の必要性を認識している。この点で、観光は、経済成長の
原動力の一つとして、このターゲットに貢献することができる。

なぜなら観光は、セクターとしての自らを革新し向上させ、世
界経済を成長させる原動力の一つになる可能性を有している
からである。

指標候補 解説

テーマ：教育・訓練／サブテーマ：能力構築

▬ 観光事業従事者のスキル習得、スキルアップ、リスキリングを支援す
る研修・教育プログラムの数

▬ 観光事業従事者のスキル習得、スキルアップ、リスキリングプログラ
ムの時間数 

これらの指標は、イノベーション、デジタル技術に関する新たな技能等を
含め、観光の取組の促進と実施に携わるあらゆる人のスキルの更新を、
観光がどのように促せるかを測定する。教育・研修機関は、公共及び民間
セクターとともに.... 

第1部の表3.1「テーマ別SDGs対応表」を使用し、 
関心のあるSDGsのゴール・ターゲットと観光プロジェクトのための指標を見つけることができます。

線のつながり：

 SDGs 8の選択されたターゲット

 テーマへ

  テーマからサブテーマへ

 他のSDGs  及びターゲット 

テーマ

サブテーマ

ターゲット16.2 
子どもを虐待、搾取、人身取引、 
暴力から保護する 

TIPsに含まれない
ターゲットの説明 

含まれないターゲット — テクニカルメモ — SDGS 8 

8.1 各国の状況に応じて、一人当たりの経済成長を維持させ……
▬ 観光セクターは、様々な措置や政策（その一部は上記や……

8.10 国内の金融機関の能力を強化し……
▬ このターゲットは、国内金融機関とその能力強化の必要性に焦点を当てている……

ターゲット8.5
完全雇用と同一賃金の
ディーセント・ワークを 
達成する

「第2部 プロジェクトベースの観光指標」の読み方（例：SDGS 8の場合）


